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人との関係で難しいと感じるのは、「ゆるす」ということです。そして神

との関係で難しいのは、「神を賛美する、たたえる」ということではないか

と思います。 

詩篇１４６から１５０篇までは、ハレル詩篇と言われている、詩篇最後

の五つの歌です。ハレルヤというのはヘブル語で、主を賛美せよという意

味であることは、すでにご存じであると思います。 

このキーワードは、生きている限り、いのちのある限り、神を賛美する

ということです。死んで神のみもとに召されれば、神を賛美するのかもし

れません。新天新地になった時には、小羊である御子を賛美することはあ

違いありません。しかし、私たちが今生きているとき、たとい病気であっ

たり、理不尽な境遇にあったとしても、いのちを永らえているなら、そこ

で神をたたえるのです。洒落ではありませんが、たとい雨でもハレルヤな

のです。 

人は、どうしても権威ある物や、立場の高いところにいる人、財産を持

っている人を頼りにしがちです。しかしそのようなものはしょせん人の子

であって、永遠に続くものではありません。真に頼りにすべきお方は、主

なる神様です。「心を尽くして【主】に拠り頼め。自分の悟りにたよるな。あなた

の行く所どこにおいても、主を認めよ。そうすれば、主はあなたの道をまっすぐに

される。」箴言 3:5-6 とある通りです。 

主なる神は、すべての者を造られたお方であり、正義行い、不当に苦し

められている者を解放し、病や苦しみにある者を救ってくださるお方で

す。そのことが、6-10 に歌われています。この神は、ナザレのイエスとし

てくださった方で、その宣教の始まりに、会堂において預言者のみ言葉を

読み、ご自分の使命を明らかにされました。「イエスは人々にこう言って話し

始められた。『きょう、聖書のこのみことばが、あなたがたが聞いたとおり実現しま

した。』」ルカ 4:21。これを聞いた人々は、これを十分受け止めることはでき

ませんでしたが、イエスは生涯をかけてこれに努めたのでした。 

順風満帆の時に、神を賛美するのは容易かもしれません。しかし苦難の

時こそ、神を賛美し、信頼する道を歩んでいく者とされましょう。生きて

いる限り、いや、生かされている限りは。 
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引用聖句 

伝道者 12:1 あなたの若い日に、あなたの創造者を覚えよ。わざわいの日が来な

いうちに、また「何の喜びもない」と言う年月が近づく前に。 

箴言 3:5-6 心を尽くして【主】に拠り頼め。自分の悟りにたよるな。あなたの行く所

どこにおいても、主を認めよ。そうすれば、主はあなたの道をまっすぐにされる。 

ルカ 4:16-21 それから、イエスはご自分の育ったナザレに行き、いつものとおり安

息日に会堂に入り、朗読しようとして立たれた。17 すると、預言者イザヤの書

が手渡されたので、その書を開いて、こう書いてある所を見つけられた。18 

「わたしの上に主の御霊がおられる。主が、貧しい人々に福音を伝えるように

と、わたしに油をそそがれたのだから。主はわたしを遣わされた。捕らわれ人に

は赦免を、盲人には目の開かれることを告げるために。しいたげられている

人々を自由にし、19 主の恵みの年を告げ知らせるために。」20 イエスは書を

巻き、係りの者に渡してすわられた。会堂にいるみなの目がイエスに注がれ

た。21 イエスは人々にこう言って話し始められた。「きょう、聖書のこのみこと

ばが、あなたがたが聞いたとおり実現しました。」 

 

聖歌「揺れ動く地に立ちて」の由来 

大正１２年９月１日、かの東京大地震のあった日の晩のこと、東京の青山学院

の構内にも多くの避難者が来ていたが、校舎の大部分を破壊されたる学院は、

人々を女学院の体操場に泊めなければならなかった。その夜、人々は余震に驚

かされながら、たった一本のろうそくを真ん中にして、蚊帳の中にうずくまっておっ

た。ちょうどそこへ、この聖歌の作者なるマーチン氏が入ってきたが、見るとろうそ

くの灯は蚊帳を通してちょうど十字架のような形をしている。(これはわれらに容易

に想像しえられる光景である)その瞬間に、氏の胸には一つの聖歌が生まれた。こ

れすなわち「揺れ動く地に立ちて」であって、歌詞も曲もほとんど同時にできたの

である。この聖歌は、その後１か月ほどたってから青山学院に於ける日曜の礼拝

で、ある日訪問したばかりのロードヒーヴァー氏によって始めて一般に紹介せられ

たのである。 

(青山学院大学の資料センターの HPより) 

  ＊この日本語に続いて英文が書かれているが、誰が記したかは不明とのこと 

 

森祐理さんの記事 

 弟の命を心に刻み、歌で、ラジオで、思いを発信 阪神・淡路大震災から 26年 福音

歌手の森祐理さん | ラジトピ ラジオ関西トピックス (jocr.jp) 

 

https://jocr.jp/raditopi/2021/01/07/218278/?detail-page=1
https://jocr.jp/raditopi/2021/01/07/218278/?detail-page=1

